
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
仙
台
地
方
本
部

は
2
月
2
0
日
仙
台
市
宮
城

野
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
に

て
、
第
8
回
定
期
大
会
並
び

に
第
7
回
地
方
委
員
会
を
開

催
し
た
。

代
議
員
と
来
賓
、
地
本
執

行
部
と
最
小
限
の
人
数
、
マ

ス
ク
着
用
・
手
指
の
消
毒
、

換
気
を
し
な
が
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

を
行
い
、
開
催
し
た
。

宮
城
県
分
会
の
佐
藤
代
議

員
を
議
長
に
選
出
、
「
会
社

発
足
以
来
の
経
営
危
機
で
あ

る
。
会
社
と
共
に
ど
う
対
応

し
乗
り
越
え
る
か
大
事
な
大

会
で
あ
る
。
真
摯
な
討
議
を

お
願
い
し
ま
す
。
」
と
議
長

就
任
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

添
田
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

（
要
旨
）

第
８
回
定
期
大
会
並
び
に
、

第
7
回
地
方
委
員
会
に
ご
参

集
の
代
議
員
の
皆
さ
ん
、
大

変
ご
苦
労
様
で
す
。

昨
年
７
月
に
開
催
予
定
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
９
月
に
延
期

し
、
更
に
は
年
を
開
け
た
本

日
、
第
８
回
定
期
大
会
を
第

７
回
地
方
委
員
会
と
併
設
開

催
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
代

議
員
の
皆
さ
ま
と
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
へ
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
来
月
3
月
１
１
日

で
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
0

年
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
2

月
１
３
日
に
は
福
島
県
沖
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
６
強

の
地
震
が
発
生
し
、
ま
た
も

や
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
災
害
へ
の
備
え
は
、

益
々
重
要
と
考
え
ま
す
。

一
点
目
は
安
全
の
取
り
組

み
で
す
。

安
全
は
最
優
先
課
題
と
し

て
取
り
組
み
、
「
す
べ
て
の

J
R
関
係
労
働
者
の
死
亡
事

故
・
重
大
労
災
ゼ
ロ
」
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

昨
年
８
月
以
降
６
件
７
名
の

労
災
死
亡
事
故
が
発
生
し
た

ほ
か
、
重
大
事
故
に
繋
が
り

か
ね
な
い
事
象
が
続
発
し
て

い
ま
す
。
「
安
全
は
絶
対
に

譲
ら
な
い
」
を
念
頭
に
今
後

も
点
検
、
事
故
の
芽
を
摘
み

取
る
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

二
点
目
は
組
織
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
J
R
産
業

の
経
営
状
況
は
、
危
機
的
状

況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
公
共

的
役
割
か
ら
事
業
を
大
幅
に

休
止
で
き
な
い
鉄
道
バ
ス
は
、

今
後
も
厳
し
さ
を
増
し
コ
ロ

ナ
前
に
は
戻
ら
な
い
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

J
R
東
日
本
会
社
は
1
月

2
9
日
第
３
四
半
期
決
算
を

発
表
し
、
２
０
２
１
年
3
月

期
決
算
４
１
８
０
億
円
の
赤

字
か
ら
４
５
０
０
億
円
へ
と

下
方
修
正
し
ま
し
た
。
会
社

は
２
年
連
続
の
赤
字
を
絶
対

避
け
た
い
と
、
今
後
さ
ら
に

コ
ス
ト
削
減
を
実
施
す
る
と

考
え
ま
す
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
１

１
月
に
未
曽
有
の
危
機
の
中
、
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J
R
東
日
本
の
未
来
に
向
け
労
使
一
体
で

最
大
の
経
営
危
機
を
克
服
し
、
社
会
の
構
造
変
化
を

先
取
り
し

J
R
産
業
の
変
革
を
創
り
出
そ
う
！

第8回定期大会・第7回地方委員会開催！



雇
用
を
守
り
、
会
社
の
維
持

発
展
に
向
け
て
「
会
社
と
共

に
！
～
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け

る
真
の
変
革
に
向
け
て
～
」

を
発
出
し
、
３
つ
の
改
革

「
社
員
の
意
識
改
革
」
「
職

場
改
革
」
「
労
使
改
革
」
を

提
起
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
変
革
２
０
２
７
」

が
目
の
前
で
現
実
に
起
き
て

い
る
と
認
識
し
、
関
連
会
社

を
含
む
社
員
と
そ
の
家
族
を

守
り
、
労
使
が
一
体
と
な
り

こ
の
危
機
的
状
況
を
い
か
に

乗
り
越
え
る
か
、
職
場
に
蔓

延
る
一
体
感
と
危
機
感
の
欠

如
と
空
虚
感
を
一
掃
す
る
取

り
組
み
を
断
行
す
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。
国
鉄
改
革

を
経
験
し
て
い
な
い
社
員
が

多
数
と
な
り
、
こ
の
間
の
順

風
満
帆
だ
っ
た
経
営
状
況
が

経
営
陣
、
管
理
者
、
社
員
を

含
め
危
機
意
識
が
欠
如
し
、

会
社
発
足
以
来
の
危
機
か
つ

一
過
性
で
は
な
い
構
造
問
題

に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
認

識
が
あ
り
ま
せ
ん
。

他
労
組
は
今
回
の
危
機
的

状
況
は
労
働
者
の
責
任
で
は

無
い
。
早
急
に
手
を
打
た
な

か
っ
た
経
営
陣
の
責
任
だ
。

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
組
合
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
危
機
を
組
織
拡
大
強

化
へ
の
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
J
R
連
合
ビ
ジ
ョ
ン

と
、
会
社
と
共
に
、
を
未
加

入
者
、
他
労
組
、
ま
た
新
規

採
用
者
へ
広
げ
る
運
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

組
織
を
維
持
発
展
さ
せ
る
に

は
若
い
組
合
員
が
絶
対
的
に

必
要
で
す
。
我
が
組
織
に
も

停
滞
感
が
み
え
隠
れ
し
て
い

ま
す
が
、
今
一
度
こ
の
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
へ
変
え
、
組

織
拡
大
へ
の
実
践
を
お
願
い

し
ま
す
。

三
点
目
は
春
季
生
活
闘
争

の
取
り
組
み
で
す
。

今
春
季
生
活
闘
争
ほ
ど
こ

れ
ま
で
に
な
い
非
常
に
厳
し

い
闘
い
と
な
り
ま
す
。
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
Ｊ
Ｒ
連
合

の
春
闘
方
針
に
則
り
、
第
８

回
定
期
大
会
、
第
７
回
中
央

委
員
会
で
方
針
を
決
定
し
、

２
月
１
０
日
に
諸
労
働
条
件

と
あ
わ
せ
て
会
社
へ
申
し
入

れ
を
行
な
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
労
働
組
合
の

役
割
は
、
雇
用
の
維
持
、
働

く
者
と
そ
の
家
族
の
し
あ
わ

せ
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
向

上
ど
れ
一
つ
も
譲
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

「
自
信
と
確
信
、
信
念
だ

け
で
は
組
織
拡
大
は
成
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
に
は
こ
の
組

織
を
大
き
く
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。
前
を
向
く
理
由
が

あ
る
の
で
す
。
」

こ
の
危
機
を
突
破
し
企
業

の
維
持
・
発
展
を
成
し
得
る

の
は
私
た
ち
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
誇
り
を
も
っ

て
運
動
を
実
践
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

来
賓
菅
野
中
央
執
行
委
員
長

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
本
部
に
お
け
る

取
組
と
会
社
の
情
勢
。
J
R

連
合
の
２
０
２
１
春
闘
方
針

と
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
具

体
的
要
求
に
つ
い
て
報
告
い

た
だ
い
た
。

代
議
員
か
ら
の
主
な
意
見

島
田
博
文

代
議
員

・
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
一
時
帰
休
に
つ
い
て

・
財
政
関
係
の
西
暦
と
和
暦

混
在
に
つ
い
て

石
井

稔

代
議
員

・
会
計
の
組
織
費
に
つ
い
て

・
風
規
制
な
ど
の
運
転
再
開

ま
で
の
時
間
に
つ
い
て

小
林
俊
一

代
議
員

・
組
織
の
現
状
に
つ
い
て
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2021春季生活闘争要求
１．賃金引き上げについて

（１）定期昇給の実施

（２）賃金を含める労働諸条件の改善を求めるため月例賃金の２％

を求める。

（３）グループ会社社員を含む完全雇用を求める。

（４）回答指定日については３月１９日までとすること。

２．諸労働条件について

（１）就業関係

①特別休日の付与日数（第５７条第２項）

現行、「年間６２日付与」を「年間６５日付与」と改正すること。

②年次有給休暇 使用単位（第８３条第１項）

半日単位の使用について、該当する事由の各号を削除し、使用使途

の制限を緩和（撤廃）すること。併せて請求手続（第８４条第２項）

について、半日単位の使用については、前日までとすること。また、

時間単位の取得を可能にするなど、制度の運用改善を図ること。

③保存休暇の使途（第８７条第２項）

保存休暇の使途について、該当する各号を削除し、使用使途の制限

を緩和（撤廃）すること。

④テレワークについて

新型コロナウイルス感染症により働き方に大きな変化が発生した。

在宅勤務及びサテライトオフィス勤務による労働環境の整備が必要

と考える。

ⅰ）労働時間管理を厳格化すること。ⅱ）業務に必要な機材等は会

社が支給すること。

ⅲ）通信費は会社が負担すること。ⅳ）その他必要な経費は会社が

負担すること。

（２）賃金関係

⑤ 所定昇給額（第２６１条）

毎年４月１日に実施する「所定昇給額」について、各級一律に1,000

円を増額すること。

⑥ 割増賃金について（第３２７条）

割増賃金の単位を平日・Ｂ単価を140/100へ、Ｄ単価を150/100、Ｅ

単価を160/100へそれぞれ引き上げること。

⑦ 出向手当（第２１４条）

６０歳未満の出向者に対し、若年出向手当を支給すること。また、

特にグループ会社社員の指導育成にあたる出向社員に対しては指導

教育手当を支給すること。

（３）退職手当関係

⑧退職手当の算定基準となっている第２基本給を廃止すること。

⑨定年退職日を翌年の７月に統一すること。



令
和
２
年
度
仙
台
地
方
本
部

新
役
員

執
行
委
員
長

添
田
寿
男

岩
沼
駅

副
執
行
委
員
長

鈴
木
義
一

J
E
P
S
仙
台

事
務
セ
ン
タ
ー
（
郡
山
）

齋
藤
勝
彦

新
幹
線
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長

栃
窪
吉
則

白
石
蔵
王
駅

執
行
委
員

青
田
節
雄

新
幹
線
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー

橘

伸
幸

郡
山
新
幹
線
電

力
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

特
別
執
行
委
員

五
十
嵐
優
一

新
青
森
新
幹

線
電
力
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン

タ
ー

会
計
監
査

渡
辺

近

T
S
S
リ
ビ
ッ

ト
福
島
営
業
所

大
泉
浩
康

多
賀
城
駅

今
大
会
に
て
退
任
さ
れ
た
役
員

飯
野

浩

仙
台
駅

副
執
行
委
員
長
を
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

総
括
答
弁

栃
窪

事
務
局
長

コ
ロ
ナ
禍

地
震
と
大
変

な
状
況
の
中
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
３
名
の
方
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

社
と
団
交
や
折
衝
等
で
議
論

で
き
る
部
分
は
し
て
い
く
。

国
鉄
か
ら
入
社
し
赤
字
を

経
験
し
た
の
私
た
ち
世
代
で

す
。
そ
の
こ
と
を
職
場
の
中

で
若
い
人
た
ち
と
話
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
当
時
の
労
使

関
係
な
ど
に
つ
い
て
話
を
し

な
が
ら
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

の
考
え
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

組
合
あ
っ
て
の
会
社
で
は
な

く
て
、
会
社
あ
っ
て
の
労
働

組
合
だ
。
そ
の
中
で
雇
用
と

労
働
条
件
を
守
れ
る
組
合
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
全
第
一

本
部
と
一
丸

と
な
っ
て
や
っ
て
い
く
。

組
織
拡
大
は
J
R
連
合
ビ

ジ
ョ
ン
や
会
社
と
共
に
を
も

と
に
私
た
ち
の
主
張
を
伝
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
仲
間
を
増
や
そ
う
。

名
取
の
オ
イ
ス
カ
に
若
い

人
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

仕
事
の
や
り
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
教
え
る
良
い
機

会
と
な
る
。
他
の
業
種
の
方

と
も
交
流
で
き
る
。
そ
の
中

で
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
考

え
を
主
張
し
て
い
こ
う
。

若
く
は
な
い
が
、
若
く
な

い
良
さ
が
あ
る
。
良
さ
を
発

揮
し
て
い
こ
う
。

今
後
の
主
な
行
事
予
定

３
月
９
日
（
火
）

宮
交
運

春
闘
勝
利
総
決
起

集
会

ハ
ー
ネ
ル
仙
台

１

８
時
３
０
分

３
月
１
３
日
（
土
）

ダ
イ
ヤ
改
正

第
２
回
執
行
委
員
会

戦
災

復
興
記
念
会
館

１
０
時
３

０
分

宮
城
県
分
会
第
６
回
定
期
大

会

戦
災
復
興
記
念
会
館
１

３
時
３
０
分

J
R
連
合
東
北
地
協
春
闘
学

習
会

戦
災
復
興
記
念
会
館

１
５
時
３
０
分

３
月
２
４
日
（
水
）

連
合
宮
城
２
０
２
１
す
べ
て

の
働
く
者
の
底
上
げ
集
会

ハ
ー
ネ
ル
仙
台

１
８
時
３

０
分

６
月
５
日
（
土
）

オ
イ
ス
カ
名
取
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
（
予
定
）
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大会・委員会宣言（案）

本日、私たち、ジェイアール・イーストユニオン仙台地方本部は、宮城野区中

央市民センターにおいて、「第８回定期地方大会」及び「第７回地方委員会」を

併設開催し、安全の確立、202１春季生活闘争勝利、組織強化・拡大の取り組みに

ついて、当面する活動方針を満場一致で決定した。

新型コロナウイルス感染症では、昨年4月に続き、現在は10都府県に緊急事態宣

言が発令され、ワクチン接種による感染拡大防止に向けてはいるものの、収束ま

ではなお相当の時間が必要とされる。そうした中、JR東日本は1月、今年度の通期

業績見通しを下方修正し、想定外に収益の落ち込みを抑えることができない厳し

い経営状況を示した。私たちは、今こそ、労働者の雇用を守り、会社の維持・存

続とさらなる発展めざす運動を創造しなければならない。

まず、如何なる時も「安全の確立」は最優先課題である。全てのJR関係労働者

の死亡事故・重大労災ゼロを目標に取り組みを進めていく。福知山線、羽越本線

列車脱線事故、飯山線大根原踏切事故などの重大事故を決して風化させず、教訓

とし、安全最優先の企業風土・職場風土を構築していかなければならない。コロ

ナ禍においても弛まず、安全・安定輸送を築き上げ、信頼を構築することが今こ

そ重要である。なおも労災事故が多発する現状を真摯に受け止め、労働組合とし

てのチェック・提言機能を発揮し、安全は絶対に譲らないという信念のもと、技

術継承・人材育成もふくめ、職場で、そして労使間での議論を深めていく。

2021春季生活闘争は、これまでにない厳しい春闘となるに違いない。ＪＲ連合

の闘争方針を基に、定期昇給の完全実施と2％の月例賃金の向上をめざし、労働条

件の向上、グループ会社を含めた、底上げ・底支え、格差是正に向けていく。人

材確保が急務となる中、魅力あるＪＲ産業を創造していくために、ＪＲに働くす

べての労働者のディーセント・ワークの実現と総合労働条件改善闘争に勝利しな

ければならない。JR連合の旗のもと、一丸となり、団結・闘争強化を図っていく。

ＪＲ東日本における労働情勢は依然として、多くの組合が乱立するとともに、

組合未加入者が多くを占めている。なおも複数の組合に分散した革マル派浸透問

題も抱える状況にあって、正常とは言えない情勢はさらに大きな課題を抱えたま

まである。未組織労働者や社友会では、会社を、そして自らも守ることはできな

い。私たちは、「会社と共に」～JR東日本における真の変革に向けて～を発出し

た。その理念を、一人でも多くの将来の仲間たちへ浸透していくことが重要であ

る。未来ある形を創造するために、躍進へと突き進むものである。

私たちは、真の労働組合運動を押し進め、あらゆる運動を組織拡大に繋げてい

く。JR連合20万人の総結集を成し遂げ、JR産業の発展と働く者の明るい未来を創

造していくものである。そのために仙台地方本部は全組合員が一丸となり、飛躍

を遂げるべく邁進していく。

以上、宣言する。

2021年２月20日

ジェイアール・イーストユニオン仙台地方本部

第8回定期大会 第７回地方委員会


